
「明日の学力」診断
明日からの学び方を提案するアセスメント

年２回（春・秋）
実施

小学１年生
〜

中学２年生

対象学年

自分に合った勉強方法も教えてくれるんだね！

　　　　　　を受けてみたいな！

思考力･判断力･表現力を
測れるものってあるのかなぁ。

それなら　　　　　　がオススメ！

「学ぶ力・学んだ力」調査  「学ぼうとする力」調査

私は毎年2回
必ず受けるよ

知識・思考力・判断力・表現力を測る問題と
非認知能力・学習状況のアンケートで、
自分の本当の力がわかるよ。
学力をのばすための勉強法も具体的に教えてくれる
新しいテストだよ！

詳しくはWEBへ！ https://asu-gaku.com スマートフォンはコチラ ▶▶▶

「あすがく」が選ばれる理由

あすがくを受検することで何につながりますか？Q

あすがくの特徴を３点ご紹介します。

「情報」に関連した問題
2025年度の大学入学共通テストで「情報Ⅰ」が新設されるため「情報」に関する問題を
出題。小学段階から育成が必要とされる情報に関する力を段階的に確認し、身に付け
ることができます。

表現力を多面的に診断できる問題
近年の入試でよく出題される問題解決能力を問う記述問題の対策に向けて「どのよう
に考え、どうするか」記述させる問題を出題しています。

非認知能力と学習状況を測る質問項目
「学ぼうとする力」調査では非認知能力を７つのココロとして設定。非認知能力や学習状
況をもとに分析した、認知能力を高めるアドバイスをご提供します。
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A あすがくを受検することで、お子様の「知識·思考力·判断力·表現力」がどのくらい身に
付いているのかが分かります。さらに、お子様の得意な力をどのように活用したら苦手
な力をのばすことができるのか具体的な学習方法のアドバイスもお伝えします。
学習方法には人によって合うものと合わないものがあります。
また、それは成長に伴い変化するものです。あすがくを受け続けることで、そのときのお
子様の状況に最適な学習方法を知ることができるため、常に学びに前向きに取り組む
姿勢につながると考えております。　

お子様の強みを活かした
具体的なアドバイスをします。

クローズアップ！
クローズアップ！
クローズアップ！

▲あすがく結果資料



「学ぶ力・学んだ力」調査

A 教科書の枠にとらわれない出題内容で知識のみで
は解けないような思考力・判断力・表現力が必要
とされる問題を出題します。

どのように採点されますか？Q
A 答案には〇×だけでなく１問ずつアドバイスが付きます。
記述が足りない部分や理解が間違っている部分には
丁寧なアドバイスが付くので、問題の理解や次回へ
のやる気につながります。

▲あすがく結果資料一部

▲解答用紙

答えが一つではない問題で
思考力や表現力を確かめます。

複数資料の
読み取りが

必要な問題で
知識や判断力を

確かめます。

▲小4

どのような問題がでますか？Q

▲中1

丁寧な採点でお子様の
解答に即した具体的な
アドバイスをします。

丁寧な採点でお子様の解答に即した
具体的なアドバイスをします。

知識・思考力・
判断力・表現力が

どのくらい
身に付いているかを

点数で
可視化します。

「学ぼうとする力」調査

▲調査用紙

どのような調査ですか？Q

中山 芳一先生

学力向上のカギは非認知能力にあり

A アンケート形式で、学習・生活習慣や今注目の非認知能力を
見える化します。

　みなさんは子どもの頃に「『○○な心』
を持ちましょう」と言われたことはありま
せんか？ この「○○な心」ですが、最近は

「非認知能力」と呼ばれて注目を集めて
います。簡単に言ってしまえば、点数で
測定できる学力のような力が認知能力
で、「心」のように点数化できない私たち
の内面にある力が非認知能力です。
　最近はAI（人工知能）がかなり発達し
たり、世の中で思いもよらないことが
起こっていたりという時代なので、これ
まで以上にこの非認知能力が必要だよ
ね…と強く求められ始めています。だか
ら、最近よくこの言葉が登場するんです

よね。また、非認知能力が伸びることで
認知能力も伸ばしやすくなるということ
が、様々な研究結果から明らかにされて
きました。
　そこで「あすがく」です。「あすがく」で
は、お子様の非認知能力について把握す
ることができます。いまの自分の状態が
わかれば、これからどの力を伸ばしていき
たいのかもはっきりしてくるのでオススメ
です。何といっても非認知能力は自分で
伸ばしていこうという意識が大切になり
ます。お子様がいまの自分を知って、伸ば
したいという意識を持てるようにするた
めに「あすがく」をご活用ください。

岡山大学准教授、専門は教育方法学。
小中高の校種を超えて、現場の先生方
と協働して認知能力と非認知能力の
一体的な育成のために注力している。
また、子どもたちや保護者の方々を対
象に講演も多数行っている。

お子様の物事に取り組む姿勢などを
把握することができます。

結果資料には、
お子様の強みを活かした
具体的な学習アドバイスが

あります。

▲あすがく結果資料一部


